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論文の内容の要旨
　本研究は関東地方中央部で沈降し，周縁部で隆起したという関東構造盆地内に厚く堆積した第三紀末鮮新世か
ら第四紀にかけての地質層序と地形発達史を総合的に解明した研究である。研究地域には鮮新世後期から更新世
後期の地層が分布している。それらの下位層は主として海成層，上部層は陸成層から成る。下位層は矢颪層，飯
能層，仏子層に新たに区分し，これらが多摩丘陵に分布する大矢部層，平山層，善光寺層にそれぞれ追跡され，
年代的に対比されることを可能とした。また，これらの海成層の分布が現在の丘陵地より西側まで分布している
ことから，陸水と海水の境界は関東山地前縁の山稜部にあったと言える。このことは，国際的年代対比の可能な
スケールとして，多摩丘陵の層序と房総地域の対比を可能としたことになる。地質年代的には多摩火山灰層下限
の年代が黒雲母密集帯のフィッシヨン・トラック年代測定から55±7万年より古く，房総半島笠森層上部に対比
される。八王子黒雲母軽石層は38±7万年と測定され，武蔵野火山灰層と下末吉火山灰層境界部の年代は東京火
山灰層（4．9±O．5万年）の存在が無くても，年代は推定できる。
　気侯変化に起因して，海水面が上昇すると広大な海成層が堆積し，海水面が低下すると海成層は陸化し，海岸
段丘が形成されることに着目し，関東構造盆地内に分布する層厚を異にした段丘礫層の解明を行った。即ち，更
新世末期の下末吉海進と呼ばれる高海面期に形成された広大な海生貝化石を産出する浅海域が海水面低下に伴っ
て陸化し，海岸段丘が形成される。さらに，関東構造盆地では海水面低下と共に延長河川が発達し，世界的に共
通した気侯変化に連動した地形的オシレイションが礫岩の供給地との距離的関連で，段丘形成が複雑な様式を示
している。例えば，丘陵地の段丘堆積物は下末吉海進以前の高海面期に，また台地の段丘堆積物は高海面期以降
の海面低下に連動して形成された。さらに，下末吉海進期の高海面期に堆積した多摩川流域の堆積物は，その後
の海退に伴う河川などの浸食により，浸食し切れないか，薄いかで，上流部の青梅市から瑞穂町で厚く堆積して
いることが明示される。また火山灰層の分類，層序的位置付がこれら段丘面の広域的な対比と編年が可能であり，
木曽御岳火山第1軽石層が下末吉火山灰層申部に追跡され，鹿児島姶良カルデラからの姶良火山灰層が立川火山
灰層に狭在しているなど，広域的な火山灰による年代の設定を行った。
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審査の結果の要旨
　日本列島が中新世以来隆起・陸化の傾向にある申で，関東構造盆地には第四紀末まで厚い堆積物が地下深所ま
で堆積しているという関東構造盆地の地質学的特性を究明することはこれまで大きな研究課題であった。町田瑞
男氏の長年に亘る地質層序，火山灰組成の検討から広域的な対比を可能とし，またフィッシヨン・トラック年代
測定により可能な隈りの年代測定を試行し，関東構造盆地内はもとより房総・多摩地域までの地層の対比を国際
的スケールにしたことは高く評価される。また段丘礫層の組成・分布・層厚などの発達様式を海面変動，特に下
末吉海進と関連して実証・考究したことは関東構造盆地の地史学的研究として高く評価される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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